
今年度の運営体制 

船橋ＹＭＣＡの運営はボランティアのメンバー

によって支えられています。今年度の運営体制が

６月23日(火)の千葉ＹＭＣＡ常議員会で確定しま

した。今年は、以下の4名体制となります。 

運営委員長：槇 一光（自営業） 

運営委員：久保田 穣 

運営委員：古屋 朝則 

担当職員：平田 真姫（千葉ＹＭＣＡ） 

千葉ＹＭＣＡ定期総会 

 一般財団法人千葉ＹＭＣＡの2015年度定期総会

が５月 30日(土)に千葉センターで開かれました。 

 総会は、出席21名、委任状による出席64名の合

計85名で、総会構成員145名の1/3以上の出席があ

ったので成立しました。 

総会では、①2014年度事業報告の件、②2014年

度決算報告の件、③2014年度監査報告の件、④2015

年度事業方針・事業計画の件、⑤2015年度予算の

件、⑥千葉ＹＭＣＡ会則改正の件、⑦常議員改選

の件の７つの議案が審議され、いずれも原案通り

承認・可決されました。 

 

《総会議長をされる河﨑望常議員会議長》 

会則改正については、賛助会員がこれまでは企

業のみであったものを、個人も賛助会員になれる

ようにするものでした。 

 

《2014年度事業報告をする赤澤晃事務局長》 

総会の議事終了後ボランティアリーダーへの委

嘱状交付が行われ、河﨑望議長からリーダー代表

の野原佑太リーダーと八藤後菜穂リーダーに委嘱

状が手渡されました。 

 

《委嘱状を受けたリーダー代表と記念写真》 

 総会の第２部として、チャリティーラン基金贈

呈式が行われました。 

千葉ＹＭＣＡチャリティーランは、船橋市運動

公園（船橋市夏見台）を無料で借用して実施され

ています。そこで地元への貢献として毎年チャリ

ティーランの益金の一部を船橋市内及び近隣市の

障がい児・者支援団体や施設に寄付しています。 

昨年10月18日に開催された第17回千葉ＹＭＣＡ

チャリティーランの益金は、「船橋市ことばを育て
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る会」、「どんぐりの会」、「船橋市自閉症協会」、「動

作法訓練会ピノッキー」、「動作法訓練会市川なの

はなの会」、「NPO法人みのり福祉会児童デイサービ

スひまわり」の６団体に贈呈されました。 

 

《岸理事長から目録を受ける 

船橋市ことばを育てる会の代表者》 

総会ではこれらの団体の代表者に岸憲秀千葉Ｙ

ＭＣＡ理事長より支援金の目録を贈呈しました。

その後、各団体から活動の紹介がありました。 

 総会の第３部として、講話「ＹＭＣＡ歌声広場

と東北被災地支援」が東京ＹＭＣＡの小原武夫氏

と小川礼子氏から行われ、あわせて小川氏の伴奏

で童謡を歌いました。 

 

《講話される小原武夫氏》 

 小原氏は、東北被災地支援を継続することによ

り被災者の皆さんに表情がもどり、大きな声で童

謡を歌うようになってきたと話されました。 

 “ふなばし市民まつり”  

今年の“ふなばし市民まつり”は、７月 25 日（土）

に船橋本町通りで開かれます。 

船橋ＹＭＣＡは、ジョイ＆ショッピングフェア

フリーマーケットに参加しますので、みなさん買

い物にお出でください。今年はＹＭＣＡ学院高等

学校千葉センターの卒業生が売り子として活躍し

てくれます。 

 

《これは昨年のお店の様子です》 

今年のチャリティーラン 

 今年の千葉ＹＭＣＡチャリティーランは、10 月

17 日(土)に船橋市運動公園で行われます。参加費

3 万円をお支払いいただけるスポンサーと当日の

会場運営をお手伝いしていただけるボランティア

を募集しています。昨年は、全国大会委員長の有

森裕子氏の飛び入り参加というハプニングがあり

ましたが、今年は何か起きるでしょうか？ 

 

《昨年のチャリティーランの集合写真です》 

船橋ＹＭＣＡ活動記録 

船橋ＹＭＣＡの５月、６月の活動記録です。 

・５月 25 日（月）千葉ＹＭＣＡ常議員会 

・５月 30 日（土）2015 年度定期総会 

・６月 8 日（月）チャリティーラン事務局会 

・６月 13 日（土）チャリティーラン実行委員会 

・６月 23 日（火）千葉ＹＭＣＡ常議員会 

編集後記 

一般財団法人千葉ＹＭＣＡとなって一年がたち

ましたが、まだ組織運営は手探りの状態です。千

葉にＹＭＣＡがあって良かったといわれるように

なるべく、公の組織と民間企業のいずれからも手

の届いていない子供たちへの支援を考えたいと思

っています。              （槇） 


